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山口・広島・北九州地域「第３回ＳＩＢ研究会」の開催について 

 

山口フィナンシャルグループ（代表取締役社長ＣＥＯ 椋梨 敬介）および子会社である山口銀行

（頭取 曽我 德將）、もみじ銀行（頭取 小田 宏史）、北九州銀行（頭取 嘉藤 晃玉）、ＹＭＦＧ 

ＺＯＮＥプラニング（代表取締役 藏重 嘉伸）は、当社グループのパーパス（地域の豊かな未来を

共創する）に基づく取り組みの一環として、新たな官民連携手法の一つである「ソーシャル・イン

パクト・ボンド（以下、ＳＩＢと言う。）」の活用促進に向け、「第３回ＳＩＢ研究会」を下記のとおり      

開催しますのでお知らせいたします。 

なお、ＳＩＢ研究会の協力機関として今回新たに日本生命保険相互会社が加わり、新体制により

開催します。 

 

記 

 

１．「第３回ＳＩＢ研究会」開催概要 

（１）名  称  山口・広島・北九州地域「第３回ＳＩＢ研究会」 

（２）日  時  ２０２３年５月２５日（木）１３時３０分～１６時００分 

（３）開催形式  現地会場・ＷＥＢ（Ｚｏｏｍ）のハイブリッド 

（４）会  場  ＤＲＥＡＭ ＳＨＩＰ（下関市生涯学習プラザ）学習室１・２ 

（５）対 象 者  自治体職員 

（６）主  催  山口フィナンシャルグループ、山口銀行、もみじ銀行、北九州銀行 

         ＹＭＦＧ ＺＯＮＥプラニング（運営責任者） 

（７）協力機関  ドリームインキュベータ、明治安田生命、日本生命、日本政策投資銀行 

  ※詳細は別添チラシをご参照ください 

  

２．山口フィナンシャルグループのサステナビリティへの取り組み 

山口フィナンシャルグループは、持続可能な社会の実現に貢献していくために、「グループサス

テナビリティ方針」を策定し、この方針に基づき、重点的に取り組むべきＥＳＧ課題である「マテ

リアリティ」を特定しております。本件は、１２のマテリアリティの中で「①人口減少・少子高齢化

への対応」、「②地域におけるイノベーション創出、地域産業の成長サポート」の実現に資する      

取り組みです。 
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【ＳＩＢの概要】 

ＳＩＢとは、地方自治体が民間資金を活用して行う成果連動型の事業であり、近年、社会課題を

解決する新しいインパクトファイナンスのスキームとして注目されています。介護予防、公共施設・

インフラ、医療等など、事前に予防することで将来発生する可能性のある課題を未然に防ぐことが

できる分野に適しており、地方自治体の財政支出の中長期的な削減効果が見込まれる分野での導入

が期待されています。 

 

図 ＳＩＢスキーム（イメージ） 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本件に関する問い合わせ先】 

ＹＭＦＧ ＺＯＮＥプラニング 

網田・冨原 （０８３）２２３－４２０２ 



主催 山口フィナンシャルグループ、 山口銀行、もみじ銀行、北九州銀行

YMFG ZONEプラニング（運営責任者）

協力 ドリームインキュベータ

明治安田生命、日本生命、日本政策投資銀行

山口フィナンシャルグループの子会社であるYMFG ZONEプラニングは、地域課題の解決を図るとともに民間の
事業機会の拡大による経済成長を実現するため、2019年度より内閣府・国土交通省から「PPP/PFI地域プラット
フォーム協定」の選定を受け、官民連携（PPP/PFI）を積極的に推進しています。その取り組みの一つとして、
2021年10月にドリームインキュベータと包括連携協定を締結し、新たな官民連携手法の一つとして注目される
「ソーシャル・インパクト・ボンド（SIB）」の活用推進を開始しました。

山口・広島・北九州地域でのSIB推進を一層加速させるため、本研究会を通じて、SIBに関するノウハウ習得や
情報交換等を行い、具体的な案件創出・案件形成に繋げ、民間主導による活性化を図ってまいります。

皆さまの積極的なご参加を心よりお待ちしております。

問合せ先

日 時 2023年５月２５日（木） １３時３０分 ～ １６時００分
［受付開始］13時00分～

参加方法 現地会場 ・ WEB（Zoom）のハイブリッド開催

会 場 DREAM SHIP（下関市生涯学習プラザ）学習室１・２ （山口県下関市細江町3-1-1）
※ 施設の駐車台数には限りがございます（1時間無料）。満車の場合は近隣のコインパーキングをご利用ください。

プログラム

第１部 講演 （13：30～）
【基調講演】 「PFS/SIBのポテンシャルと課題」

千葉大学 予防医学センター 教授 近藤 克則 氏

【講演】 「豊田市官民連携介護予防「ずっと元気！プロジェクト」事業紹介」
豊田市 企画政策部未来都市推進課 課長 清水智哉 氏

第２部 パネルディスカッション （14：40～）
テーマ 「豊田市SIBの事例研究」
【パネリスト】

・千葉大学 予防医学センター 教授 近藤 克則 氏
・豊田市 企画政策部未来都市推進課 課長 清水智哉 氏
・㈱ドリームインキュベータ 執行役員 吉田 泰治 氏

【モデレーター】
・㈱YMFG ZONEプラニング 代表取締役 藏重 嘉伸

第３部 情報提供 （15：40～）
「地域社会に根差した企業を目指して」

日本生命保険相互会社 サステナビリティ企画室 担当課長 有江 貴文 氏

第４部 個別相談会（事前申込制） （16：00～）

㈱YMFG ZONEプラニング （担当 網田/冨原）
電話 083-223-4202
Email ppppfi@ymfg.ym-zop.co.jp

定 員
現地 20名程度

WEB  50名程度

参加対象

■ 申込方法

■ 申込締切 2023年5月24日（水）17時まで

申込フォームは下記URLもしくはQRコードからアクセス可能です。
https://forms.office.com/r/r3czxpjffn

mailto:ppppfi@ymfg.ym-zop.co.jp
https://forms.office.com/r/r3czxpjffn


〈登壇者紹介〉

 

豊田市 企画政策部 未来都市推進課 課長 清水智哉 氏

1999 年 早稲田大学教育学部教育学科卒業
1999年 豊田市役所入庁 (財)豊田市都市整備公社に配属
2002年 愛知県庁へ派遣
2003年 豊田市都市整備部交通政策課
2006年 内閣府へ派遣
2009年 豊田市経営政策本部
2017年 トヨタ自動車株式会社へ派遣
2022年 豊田市企画政策部未来都市推進課 課長（現在に至る）
都市整備、環境、交通分野を中心に、産学官連携業務に従事。SIB事業は立ち上げから参画

㈱YMFG ZONEプラニング
代表取締役 藏重 嘉伸

2002年4月山口銀行入行。営業店、本部にてプロ
ジェクトファイナンスなどを担当。2015年7月YMFG 
ZONEプラニングに出向。主にPPP/PFI、まちづく
りなどを担当。2021年1月、YMFG ZONEプラニン
グ代表取締役社長に就任。国土交通省PPPサ
ポーター、内閣府民間資金等活用事業推進委員
会（PFI推進委員会）専門委員を務める。

千葉大学 予防医学センター 社会予防医学研究部門 教授 近藤 克則 氏

㈱ドリームインキュベータ
執行役員 吉田 泰治 氏

早稲田大学商学部卒業、エジンバラ大学経営学修
士（MBA)、ケンブリッジ大学経済学修士。三菱銀
行(現三菱UFJ銀行)では、銀行、海外子会社、証
券等幅広い金融業務に従事。ストラクチャードファ
イナンス部では不動産ノンリコースファイナンスな
ど、数多くのストラクチャードファイナンスを組成。
DIでは「社会課題解決×金融」に取り組む。新しい
インパクトファイナンスのモデルを作り、社会課題
の解決に挑戦。

〈山口・広島・北九州地域SIB研究会〉

1983年千葉大学医学部卒業．
東京大学医学部付属病院リハビリテーション部医員, 船橋二和（ふたわ）病院リハビリテーション科科長などを
経て, 1997年日本福祉大学助教授．University of Kent at Canterbury（イギリス）客員研究員（2000-2001）,日本
福祉大学教授を経て, 2014年から現職 千葉大学予防医学センター 社会予防医学研究部門 教授．
2016年から国立長寿医療研究センター 研究所 老年学・社会科学研究センター 老年学評価研究部長を併任．
2018年一般社団法人 日本老年学的評価研究機構 代表理事（併任）.

「健康格差縮小を目指した社会疫学研究」で2020年度「日本医師会医学賞」受賞，
「健康格差社会－何が心と健康を蝕むのか」（医学書院，2005）で社会政策学会賞（奨励賞）受賞
近著 ｢健康格差社会への処方箋」医学書院 2017、「研究の育て方」医学書院 2018、「長生きできる町」角川新書2018

「健康格差社会 第2版 何が心と健康を蝕むのか」医学書院 2022

日本生命保険相互会社 サステナビリティ企画室 担当課長 有江 貴文 氏

2003年 日本生命保険相互会社入社。
人事部門・主計部門・営業部長職・ニッセイ情報テクノロジー株式会社への出向等を経て、2020年より現職。

【協力機関】

専門的知見からの助言 等

SIB活用を通じた地域課題の解決

【主催者】

研究会の企画運営

【構成員（参画団体）】

山口・広島・北九州地域
自治体

✓ 研究会への参画
✓ ノウハウ習得、案件検討
✓ 案件創出 等

民間事業者


